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・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
南
羽
生
土
地
区
画
整
理
事
業
の

終
結
に
伴
い
、
当
初
の
目
標
人
口

と
実
際
の
居
住
人
口
の
差
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

岩
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
に
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
。

②
大
規
模
店
の
出
店
に
伴
い
市
街

地
の
空
洞
化
が
さ
ら
に
進
む
中
、

専
門
家
や
市
内
各
界
各
層
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
活
性
化
の
具

体
策
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
、
教
育
行
政
面
に
お

け
る
重
点
施
策
へ
は
ど
う
取
組
む

の
か
。

・
答
弁
（
①
都
市
整
備
部
長
、

②
経
済
環
境
部
長
、③
教
育
長
）

①
南
羽
生
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
の
人
口
は
、
六
千
三
百
八
十

人
の
計
画
人
口
に
対
し
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
地
価
下
落
等
に
よ
り
土

地
需
要
が
低
迷
し
た
た
め
、
平
成

十
九
年
末
で
三
千
八
百
九
十
六
人

に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
、
市
全
体
の
人
口

減
少
傾
向
に
も
拘
ら
ず
、
地
区
内

人
口
は
百
八
十
八
人
の
純
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
岩
瀬
土
地

区
画
整
理
事
業
で
は
、
経
済
変
動

の
波
を
避
け
る
た
め
に
も
早
期
完

成
、
早
期
保
留
地
処
分
を
目
指
す
。

②
新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
策
定
に
向
け
た
取
組
み
に
お
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
を
真
剣
に
考
え

る
人
た
ち
の
参
画
を
含
め
、
活
性

化
協
議
会
の
再
編
・
設
置
の
中
で
、

議
員
指
摘
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
考
え
て
い
き
た
い
。

③
羽
生
市
で
は
、「
学
び
あ
い
、

認
め
あ
い
、
高
め
あ
い
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
豊
か
な
心
と
健
全
な

身
体
を
育
む
と
い
う
教
育
方
針
を

実
現
す
る
た
め
、
次
の
四
つ
の
重

点
施
策
を
策
定
し
た
。
第
一
に
生

涯
学
習
の
推
進
と
文
化
活
動
の
活

性
化
、
第
二
に
信
頼
さ
れ
る
学
校

教
育
の
推
進
、
第
三
に
人
権
を
尊

重
す
る
教
育
の
推
進
、
第
四
に
健

康
体
力
づ
く
り
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
で
あ
る
。

　

教
育
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
現

れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば

し
な
が
ら
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、

未
来
に
向
か
っ
て
逞
し
く
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
全
力
で
取
組
む
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
羽
生
市
に
永
住
し
て
も
ら
う
た

め
の
環
境
整
備

・
福
祉
行
政
の
対
応
策

・
企
業
立
地
支
援

人
口
増
対
策

六
万
人
を
目
指
し
て

高
橋　
督
儀　
議
員

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議

員
の
任
期
が
、
平
成
十
九
年
十
二

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
満
了
に
な

る
た
め
、
本
会
議
に
お
い
て
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
指
名
推
選
に
よ
り
、

丑
久
保
恒
行
議
長
が
当
選
し
、
同

組
合
議
会
議
員
に
引
続
き
選
任
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
都
市
競
艇
組

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合合

議
会
議
員
の
選
挙

議
会
議
員
の
選
挙　
　

　

県
内
十
六
市
で
構
成
す
る
都
市

競
艇
組
合
の
収
益
金
の
一
部
は
、

毎
年
各
市
に
交
付
さ
れ
、
市
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
五
千
万
円
の
交
付

金
が
あ
り
ま
し
た
。

土金木水火月日
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◎
十
二
月
十
四
日　

原
案
可
決

議
案
第
六
十
八
号　

平
成
十
九
年

度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
五
号
）

議
案
第
六
十
九
号　

平
成
十
九
年

度
羽
生
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
案
第
七
十
一
号　

羽
生
市
部
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
議
案
第
七
十
三
号　

普
通
財
産
の

減
額
貸
付
に
つ
い
て

▽
議
員
提
出
議
案

◎
十
二
月
十
四
日　

原
案
可
決

議
第
二
号
議
案　

割
賦
販
売
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

▽
市
長
提
出
議
案

◎
十
一
月
二
十
九
日　

原
案
可
決

議
案
第
六
十
四
号　

平
成
十
九
年

度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

議
案
第
六
十
五
号　

平
成
十
九
年

度
羽
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

議
案
第
六
十
六
号　

平
成
十
九
年

度
羽
生
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
案
第
六
十
七
号　

平
成
十
九
年

度
羽
生
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

議
案
第
七
十
号　

羽
生
市
一
般
職

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
七
十
二
号　

羽
生
市
土
地

開
発
公
社
の
定
款
変
更
に
つ
い

て

　
審
議
案
件
と

そ
の
結
果　

     
（
十
二
月
定
例
市
議
会
）


